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1 はじめに

土壌炭素動態モデルRothCは簡便で性能が良く、土壌炭素量変化の将来予測に活用が期待さ

れています。これまで、水田と畑それぞれで検証や改良が行われてきましたが、水田と畑とし

て交互に利用される田畑輪換での検証はされていません。そこで、水田期間と畑期間の比率が

異なる複数の田畑輪換の長期連用試験データを用いて、田畑輪換における RothCの検証を行い

ました

2 成果の内容

秋田県の農研機構東北農業研究センタ一大仙研究拠点の水田圃場で行われた長期連用試験デ

ータに RothCを適用しました 連年水田区と 3種の田畑輪換区すなわち短期畑転換区(ほ

ぼ大豆 1年~水稲2年のサイクノレ)、中期畑転換区(大豆3年~水稲 1年)及び長期畑転換区(18

年関連続で大豆作付期間あり)を対象に、それぞれ堆肥やワラの施用の有無などを組み合わせ

た計 14処理区について計算しました。 A)水田用と畑用モデルの併用:夏作が水稲の年は水田

用改良RothC(RothC-26.3 --p :水稲作付月は炭素分解率をオリジナルの畑用RothCの0.2倍、他

の月は0.6倍に改変)を、夏作が大豆の年はオリジナルの畑用RothC(RothC-26.3)を使用した

場合、 B)RothC-26.3--pを毎年使用した場合、 C)RothC-26.3を毎年使用した場合、についてモ

デルと実測の適合度を評価しました。その結果、「水田用と畑用モデルの併用」の結果が最も良

いことがわかりました(図1)0 次に、上記「水田用と畑用モデルの併用」におけるモデルの性

能を、水田や黒ボク土畑など別の場所を対象とした既往のモデ、ル研究と比較しました。モデル

と実測の適合程度を、 RMSE(Root Mean Square Error)とM(Mean Difference)の絶対値の2つの

統計的指標(いずれも、値が小さいほど良い)で評価すると、上記の「水田用と畑用モデルの

併用」のモデルの精度は、既往の「水田における Ro由C・26.3--pJおよび「黒ボク土畑における

黒ボク土用改良モデル (RothC-26.3v) Jと同程度の高いレベルであることがわかりました(図

2)ロこれらのことから、「水田用と畑用モデルの併用」で、田畑輪換における土壌炭素量の経時

変化を精度よく予測できると結論しました。

この結果は、日本の温室効果ガスインベントリの精微化や、田畑輪換における適正な土壌肥

沃度管理に活用可能と考えられます口
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A) 水田用と畑用モデルの併用 C) 畑用モデルを毎年使用B) 水田用モデルを毎年使用
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無堆肥無N 実測 無堆肥無N モデル

無堆肥NPK 実測 無堆肥NPK モデル

堆肥無N 実測 堆肥無N モデル
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併用：どちらも○

連年水田の場合、Aと
Bはいずれも水田用モ
デルを毎年使用する
ことになるため、同じ
結果
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RMSEの平均 Mの絶対値の平均
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